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 被験者は，インフォームドコンセントが得られた 37 名（男性 14 名，





 量を，1 cm，2 cm，3 cmに規定して各 4 回ずつ測定した．ただし，測定














的な位置がより後方である場合，維持力は減少した (p < 0.01)．臼歯部顎
堤の断面形態と維持力に関係がなかったが，臼歯部顎堤高さが低いと，維
持力は小さかった（p < 0.05）． 
 
Ⅳ．考察 
下顎全部床義歯の維持力測定においては，開口量の規定が必要であること
が示され，開口量 1 cmが安定しており測定に最適であると考えられる．
前歯部切端までの長さと，前歯部歯槽頂の相対的な位置が維持力に関係す
ることが示された．また，臼歯部顎堤の断面形態ではなく，高さが維持力
に関係することが示された． 
